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はじめに

多くのサーバーを管理する必要がある ITの最前線で、構成管理ツール Ansibleが注目されて
います。本書では、構成管理ツールとして Ansibleを選ぶべき理由の解説から、導入方法の紹
介、応用まで解説します。
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第 章 構成管理ツールとして
を選ぶべき理由

Ansibleは、多数のサーバーや複数のクラウドインフラを統一的に制御できる構成管理ツール
です。構成管理ツールとして巷で人気のある Puppetや Chefなどの置き換えに利用できます。
すでに国内でも、大量の仮想サーバー環境を持つ大手金融機関や大規模製造業を中心に、多くの

ユーザー企業が使い始めています。この本では、いま注目を浴びつつある Ansibleについて、そ
の特徴および魅力を紹介していきます。

とは何か
Ansibleは構成管理ツールとして取り上げられることが多いのですが、大きく分けて 3つの役
割が統合されています。

• デプロイメントツール
• オーケストレーションツール
• 構成管理ツール

Ansibleでは、Playbookという YAML形式のテキストファイルに定型業務をタスクとして記
述し、それを Ansibleに実行させることにより、様々な処理を実現できます。タスクはモジュー
ルと呼ばれる処理プログラムと紐付いており、サーバーの構成管理だけではなく、ネットワーク

やロードバランサー、クラウドインフラに対する制御を行うこともできます。システムが稼働す

るインフラを含んだ全体を構築できる点が、Ansibleがオーケストレーションツールでもある理
由です。また、サーバー上に任意のファイルをデプロイしたり、パッケージのインストールを行

わせたりするデプロイメントツールとしての側面もあります。
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